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１．目的  

鉄道の線路下に構造物を構築する際に，開削工法の一つとして工

事桁工法 1)が使用される場合がある（写真-1）.工事桁設置作業は，

終電から初電までの限られた時間内で作業を完了させる必要があ

るが，バラスト撤去・掘削に多くの時間を要する.そこでバラスト

撤去・掘削量の削減を目的に，これまで斜ウェブ工事桁 2) 3) 4)を開

発してきた.実施工では，時間や手順等の施工計画に伴う制約を受

け，桁を分割して設置する場合がある.今回は分割を想定した添接

部を有する構造について，実物大の工事桁を用いた載荷試験を実施

したため，結果について報告する。 

 

２．試験方法  

試験体を写真-2に示す.実構造を想定して支間長 10.0m の工事桁

を使用し，スパン中央部に添接部を有する構造とした(写真-3).ま

た,まくら木受桁が添接部に干渉するため,まくら木受桁端部を加

工し,添接板の上に乗せてボルト固定する構造とした(写真-4).添

接部のボルト軸力は設計ボルト軸力 205kN に対し,10％増しの

225kN となるようトルク値 750～825m･N の範囲で管理した. 

載荷条件は鉄道構造物等設計標準に準拠し，桁延長 10m に対して

列車荷重が最大となる荷重配置である5軸載荷時 5)と最大曲げモー

メントが一致するよう，2つのアクチュエータにて模擬した. 載荷

荷重は,列車荷重 EA-17，列車速度 130km/h の衝撃荷重を考慮した

片側 317.85kN とし,静的曲げ載荷および動的曲げ載荷を実施した.

試験時の計測項目は以下の通りとした. 

・たわみ確認のため,変位計は載荷点直下及び添接部のまくら木受

桁中央に設置した. 

・添接部に受桁を乗せた影響を確認するため,下フランジ,添接板の

側面にひずみゲージを張付けた(図-1). 

・添接部の高力ボルトにひずみゲージを張り付け、動的曲げ載荷前

後の軸力変化を確認した(図-2). 

 

３．試験結果  

動的曲げ載荷試験は,累計載荷回数 600 万回まで加振速度 5Hz で

実施し,累計200万回毎に静的曲げ載荷を行った.試験から得られた

結果を以下に示す. 

 

 

写真-1 鉄道用工事桁 

 

写真-2 実物大試験体 

 

写真-3 試験体添接部 

 

写真-4 まくら木受桁端部 
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 図-1 添接部ひずみゲージ位置 

・動的曲げ載荷後毎の添接部のまくら木受桁中央の最

大たわみ量を(図-3)に示す.各静的曲げ載荷時の最大

値は,載荷回数増加に伴う変化が少なく,いずれも本設

工事桁の設計許容たわみ量である L/600(16.6mm)以下

であった. 

・添接部のまくら木受桁付近に応力集中は見られず,

まくら木受桁が乗っている添接部内側と,乗っていな

い添接部外側のいずれも 設計許容応力 (引張

側)150N/mm2以下であった(図-4).  

・添接部のボルト軸力は,最大荷重時に軸力の低下が見

られるが,除荷後の軸力が最大荷重時よりも大きく,軸

力は戻る傾向であった.試験開始前と 600 万回載荷後

の静的曲げ載荷試験後を比較すると,概ね 3%程度の軸

力低下がみられた(図-5). 

４．結論  

添接部を有する斜ウェブ工事桁について静的曲げ載

荷試験，動的曲げ載荷試験を行った.添接部の変位，応

力,ボルト軸力ともに，走行列車本数が多い首都圏の営

業線での使用にあたって問題ないことを実験により確

認した. 
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図-5 添接部のボルト軸力 

 

図-3 まくら木受桁中央 たわみ量 

図-2 ボルトひずみゲージ位置 
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図-4 添接部の最大荷重時の応力分布 
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